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研究成果の概要（和文）：脳性麻痺者の運動機能障害は関節可動域の制限が主な原因の一つである。また、この
制限は加齢に伴い強くなる傾向がある。本研究は脳性麻痺者を子供から大人まで調査し、運動機能と関節可動域
の関係に対する年齢の影響を調査した。その結果、成長期にある子供には明確な年齢と関節可動域の関係は見い
だせなかった。運動機能のよっては、関節可動域が強く影響していたが、歩行などの動作については基本的には
脳性麻痺の粗大運動能力分類(GMFCS)との相関が高かった。

研究成果の概要（英文）：It has been considered that one of the main reasons of motor function 
disability in person with cerebral palsy is the limitation of the range of motion.  In this study, 
we analyzed the relationship between motor ability and range of motion with aging in persons with 
cerebral palsy.  It was not clear that the effect of age on range of motion and motor ability.  In 
addition, although the motor ability of person with cerebral palsy was partly dependent on range of 
motion, the motor ability, such as walking, strongly related to the GMFCS system.

研究分野：アダプテッド・スポーツ科学
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１．研究開始当初の背景 
 脳性麻痺とは、出生前後の脳の障害によっ
て生じた運動機能障害を指す。その合併症の
一つに関節可動域の制限がある。それは筋肉
の固縮、拘縮、痙縮などの異常収縮によるこ
とが大きい。そしてこれらが原因となって身
体活動量の低下や運動制限が生じ、いっそう
関節可動域が狭くなるという悪循環が生じ
る。しかしながら、運動活動量と関節可動域
の因果関係は明確になっていない。 
一方、関節可動域の低下の主原因となる中
枢性の異常収縮を改善することは困難であ
るが、末梢部の関節や筋に働きかけ関節可動
域の低下を抑えることは可能性がある。この
ような背景から、脳性麻痺者の身体運動を考
える場合、関節可動域の研究は欠かせない。 
これまでの研究代表者らの研究において
（挑戦的萌芽研究、平成 24～26年度）、歩行
可能な成人脳性麻痺者の関節可動域と運動
能力及び有酸素能力との関係を検討した。そ
の結果、運動能力には足関節及び股関節、有
酸素能力には足関節と頸関節が関係してい
ることが明らかとなった。 
 
２．研究の目的 
 脳性麻痺者は筋の固縮、拘縮、痙縮などの
筋異常や筋量の減少によって、関節可動域の
加齢に伴う低下は健常者より顕著である。そ
の関節可動域の低下による影響や原因を明
らかにするために、次の 3つの研究を実施し
た。 
脳性麻痺者の関節可動域は加齢に伴い制
限が増加することが指摘されている。そこで
研究１では、発育期の脳性麻痺者の関節可動
域の加齢に伴う変化を観察し、どの関節が特
に加齢の影響を受けるかを明らかにするこ
とであった。 
研究 2では、関節可動域の制限は運動能力
の制限となるが、発育期にある子供たちの関
節可動域と運動能力 の関係は明らかになっ
ていない。そこで、運動能力が発育に伴い順
調に発達しているかどうかを明らかにする
ことを目的とした。 
研究 3では、発育期の子どもだけでなく成
人を含めた脳性麻痺者を対象として、年齢、
関節可動域、及び運動能力の三つの要因の関
係を明らかにすることであった。 
 
３．研究の方法 
研究１ 
 被験者は歩行可能な発育期にある 9歳から
17 歳の脳性麻痺者 19 名であった。脳性麻痺
者の運動能力をあらわす GMFCS では、1 から
3 の間であった。関節可動域は、全身の 7 部
位 25 項目を測定した。関節可動域は、被験
者が自分自身の力で動かすことができる自
動関節可動域とし、柔軟度測定器を用いて 
測定した。 
研究 2 
 被験者は、GMFCS レベルでは 1 から 3 の歩

行可能な 9 歳から 22 歳までの成長期にある
脳性麻痺者 24 名であった。関節可動域は全
身 7 部位 （手、肘、肩、頸、股、膝、およ
び足）25項目であった。運動能力は文部科学
省の新体力テストを基に、握力、柔軟性など
10 項目とし た。 
研究 3 
 被験者は 9 歳から 55 歳までの脳性麻痺者
男女 120 名であった。被験者全員が GMFCS レ
ベルは 1から 3であり、単独であるいは補助
器具を使用して歩行可能であった。関節可動
域は、全身 7部位（手、肘、肩、頸、股、膝、
及び足）の 25 項目であった。運動能力は、
文部科学省の新体力テストを基に、握力、50m
走、10m 往復 走、立ち幅跳び、ソフトボール
投げ、閉眼片足立ち、シットアップ、反復横
跳び、柔軟性、及びシャトルランの 10 項目
を測定した。 
 
４．研究成果 
研究 1 
すべての関節可動域は年齢との相関は認
められず、思春期の加齢による影響は確認で
きなかった。さらに、成長の指標である身長
および体重も関節可動域との相関関係は認
められなかった。脳性麻痺者は、その障がい
の程度がさまざまであり、麻痺の type や麻
痺している部位など個人差が大きい。これら
の違いを考慮しても、年齢と関節可動域には
相関が認められなかった。これらの事実は、
本研究の被験者においては、すでに関節の可
動域は固定されていることを示している。本
研究の被験者の最低年齢は9歳であった。 一
般的に脳性麻痺者は発育段階において関節
が固定すると言われているが、このことが事
実だとすると、9 歳の段階においてすでに関 
節は固定されていると考えられる。今後は、
9 歳以下の子どもたちの関節可動域と年齢の
関係を明確にする必要がある。 
研究 2 
 年齢と相関が認められたのは、握力および
体前屈のみであり、握力は加齢に伴い増加し、
体前屈は加齢伴い低下していた。一方、いく
つかの関節可動域において、運動能力との有
意な相関関係が認められた。しかしながら、
握力と股関節の可動域と有意な相関が認め
られるなど、運動特性から考えて関節可動域
の変化から説明できるような一定した関係
は得られなかった。 
むしろ、運動能力は GMFCS レベルとの関連
性が強かったことから、加齢による生育や関
節可動域よりも、身体全体の活動能力が今回
測定した運動能力に影響していることが示
唆された。これまでの研究では、加齢と関節
可動域との関係が指摘されていることから、
成人以降のデータも合わせて、年齢と関節可
動域および関節可動域と運動能力の関係の
分析する必要がある。 
研究 3 
 すべての関節可動域と年齢間には有意な



相関関係は認められなかった。関節可動域と
運動能力では、たとえば握力と股関節外旋と
有意な相関が認められたが、この場合関節可
動域と運動特性の関連性は乏しく、関節可動
域から運動特性を説明することはできなか
った。 
一方、各運動能力と最も強い相関が認めら
れたのは、GMFCS レベルだった。脳性麻痺者
の関節可動域は、運動を制限する要因の一つ
であることに違いはないが、関節可動 域の
値そのものが運動能力を評価できるもので
はなかった。脳性麻痺者の運動能力は、個々
の関節可動域ではなく、全身性の身体活動能
力が重要であることが示された。 
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